
令和３年度 事業報告 

 

令和３年 4 月 1 日から令和４年 3 月 31 日までの事業年度における一般財団法人西

南一粒の麦基金（以下「当財団」という。）の事業活動について、次のとおり報告いた

します。 

 

１． 事業活動概要 

６年目となった本年度は、昨年度から引き続き、新型コロナウイルスの感染拡

大、感染拡大防止のため、西南学院百年館における無料英語教室の開催を中止し、

代わりに Zoom を利用したオンラインによる開催を行いました。 

また、里親家庭で暮らす子ども達応援においても、昨年度と同様、各家庭へ握

りたての寿司を届けることとしました。その他、感染予防策を講じて開催された

第 27 回ホークスカップ中学生軟式野球大会への支援、昨年度に続き中止となっ

た日本・イスラエル・パレスチナ学生会議への支援は継続いたしました。 

広報活動の一環として、設立５周年記念冊子「５年間の歩み」を発行し、評議

員、賛助会員、西南学院高等学校同窓会をはじめ関係する皆様へ配布しました。

賛助会員については、会員数増を進めるため当財団ホームページから入会申込が

できるようにしました。 

運営面での充実に向け、理事の増員、事務局スタッフの増員を図り、事務局に

おいては総務担当、広報担当、賛助会員担当と担当を決め、運営面の強化を行い

ました。 

これらの活動を行うため、理事会を５回、評議員会を 1 回開催するとともに、

新型コロナウイルス感染拡大予防の中、当財団としての活動をどのように進めて

いくかについて理事会において意見交換、方向付けを行いました。 

 

２． 事業活動の実績 

（１） 育成活動事業 

①無料英語教室「西南一粒の麦 English Academy」の開催と運営 

今年度も昨年度と同様、Face to Face のクラス運営が困難となり、オンライ

ンでの開催となりました。講師は昨年度と同じ方に依頼し、またキャンパスサ

ポート西南の運営への尽力もあり、想定以上にスムーズで充実したクラス進行

が実現できました。 

小学生が当たり前のように画面越しに参加している姿は頼もしくもあり、マ

スク着用での英語学習が現実的でないことも感じさせられました。週 5 日のス

ケジュールでは、講師の伊佐智史氏が NHK 英語講座の教材を使いながら、火



水木金の 4 クラスを、もう一人の講師である菅原千恵氏は、手作り教材で火曜

1 クラス担当いただき、二人の対照的な方法で、「啐啄同時」とも言うべき、学

ぼうとする者と教え導く者の息が合って、相通じる教室の開催をしていただき

ました。 

オンラインによる開催を通じて感じるのは、学習意欲が高い子には、オンラ

インは非常に効果的である反面、英語に興味があっても、学習習慣が低い子に

とっては、オンラインでの英語学習は、魅力的ではないように思われます。こ

のことは在籍中の半数近くが現在休会していることに顕れています。 

新型コロナウイルスも落ち着きの傾向が出ており、イングリッシュアカデミ

ーの次期展開では、未対応を勘案したプログラムへの進行が必須であると考え

ています。多様性、共生社会という聞こえのいい言葉に惑わされないよう、心

身の発達に応じた英語習得を次世代へ伝えることが、このアカデミーの思いで

あると考えています。 

 

②里親家庭、ファミリーホームで暮らす子ども達の応援活動 

新型コロナウイルス感染予防のため、昨年度同様今年度も、里親会の集い

が開催されませんでした。そのため、昨年度と同じく、子ども達が楽しみに

している職人が握った寿司を各家庭に届け、各家庭で楽しんでいただくこと

としました。また、今年度は、早良区、城南区に加え、中央区の一部の家庭へ

も届けました。 

12 月 19 日（日）に、11 家庭、子ども 38 人、里親 25 人に、握り寿司、軍

艦巻き合わせて約 1,100 貫を手分けして届けました。大変喜んでいただき、

多くのお礼の手紙もいただきました。また、この模様は、当日のＲＫＢニュ

ースで放映され、また後日、西日本新聞にも取り上げていただきました。 

この取り組みは、当財団が西南学院高校同窓会を母体とし、その卒業生が

持つ技能を活用した特徴ある取り組みであり、また、子ども達に日頃触れる

ことの少ない体験の場を提供できる有意義な活動であり、今後も西南学院高

校同窓会、福岡市里親会と連携し継続していきます。 

 

（２） 育成支援事業 

ホークスカップ中学生軟式野球大会への支援 

今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策を講じた中、70 の福岡市内の

中学校ならびにクラブチームの参加により３月に「第 27 回ホークスカップ中

学生軟式野球大会」が開催されました。 

当財団としては、主催者である「ＮＰO 法人ホークスジュニアアカデミー」



及び大会運営を担当するボランティア団体「銀風会」に対し、支援金を贈呈し、

閉会式に江副理事長が来賓として出席しました。 

 

（３） 社会貢献事業 

日本・イスラエル・パレスチナ学生会議の支援 

今年度も、新型コロナウイルスの感染拡大により、開催されませんでした。

しかしながら、当財団としては開催されなかったものの、昨年と同様の支援を

行いました。 

なお、学生会議では、令和４年度の開催について、福岡、西南学院での開催

を中心に開催時期の検討に入っています。福岡での開催ならびにその時期が確

定しましたら、当財団として全面的に支援してまいります。 

 

（４） 当財団の認知度向上のための広報の取り組み 

①財団ホームページの更新と内容の充実 

⚫ ホームページの更新としては、令和２年度事業報告、令和３年度事業

計画を掲載。また、無料英語教室のオンラインによる開催とその講師

の紹介、新規入会の賛助会員の掲載について更新を行いました。 

⚫ 内容の充実については、今年度具体的な取り組みは出来ませんでし

た。これにつきまして、令和４年度に全体的なリニューアルと行うこ

とといたします。 

②財団設立５周年記念冊子「５年間の歩み」の発行 

⚫ 令和３年５月に設立５周年を迎えたことから、設立５周年記念冊子を

作成しました。Ａ4 版 12 ページ（表紙含む）で作成し、設立の経緯と

狙い、理事長あいさつ、西南学院の中学高校大学の各同窓会会長から

のメッセージ、この 5 年間の活動の概要等を掲載しました。 

⚫ この記念冊子は、1,000 部作成し、評議員、賛助会員、西南学院及び小

学校、中学・高等学校、大学等の皆さまへ配布しました。 

⚫ また、西南学院高等学校同窓会では、同窓会評議員会にて配布させて

いただき、中学、大学の同窓会へも配布を行い、当財団の活動のアピ

ールを行いました。 

⚫ その他、当財団ホームページへも掲載しました。 

③報道機関への情報提供 

⚫ 報道機関への情報提供（プレスリリース）として、12 月に実施した里

親家庭で暮らす子ども達への寿司宅配、設立５周年記念冊子「５年間

の歩み」の提供を行いました。 



⚫ 里親家庭で暮らす子ども達への寿司宅配については、ＲＫＢテレビの

ニュースに取り上げていただき、また西日本新聞にも掲載いただきま

した。 

 

（５）活動の継続を支える財政基盤の拡充 

①賛助会員入会の促進 

今年度も、賛助会員への入会者増に取り組み、令和３年度に新規入会とし

て、個人会員 13 名 33 口、団体会員 2 法人 10 口の入会があり、令和３年度末

時点で、昨年度からの継続会員を含め、個人会員 49 名 136 口、団体会員 11

法人 156 口、合計 292 口となりました。 

今後も、当財団の活動を継続し、さらに充実させていくにはさらに多くの

賛助会員が求められ、西南学院大学同窓会、西南学院中学校同窓会への入会

案内を含め、引き続き、会員を募り安定した財政基盤を作りたいと考えま

す。 

また、入会手続きの利便性を高め、賛助会員への入会を促進するため、こ

れまでの入会申込書による入会に加え、当財団ホームページからも入会申込

ができよう、入会申込フォームを新設し、令和３年 10 月 1 日より受付を開始

しました。その後、この入会申込フォームからの入会も行われるようになり

ました。 

②寄付の募集 

令和３年度には、1 名、５０万円の寄付がありました。 

 

（６）活動の継続を支える人的基盤の整備 

サポーター登録制度の創設 

一昨年度、当財団の活動を円滑に運営していくための人的な支援体制を確

保し、活動の継続と充実を図ることを目的に、①技能サポーター、②運営サ

ポーターの 2 種のサポーター登録制度を創設しました。 

昨年度の新規登録はなく、現在１名、登録いただいています。 

  



 

３．法人運営 

（１）役員及び評議員（令和 4年 3月 31日現在） 

理事長（代表理事） 江副 裕紀 

専務理事 吉田 忠司 

常務理事 立石 智昭 

常務理事 髙橋 浩一 

理事 乙藤 計造 

理事 川崎 俊雄 

理事 加賀田 真一郎 

理事 永田 修三 

理事 津田 敏道 

監事 張  光陽 

監事 織田 洋輔 

 

評議員 大﨑 完治 

評議員 柴田 宗樹 

評議員 長澤 正信 

評議員 岩﨑 文正 

評議員 蒲原 由和 

評議員 穴見 恭二 

評議員 平畑 雅博 

評議員 田中 慎介 

 

（２）理事会の開催 

第２７回理事会（令和３年 6 月３日） 

開催場所：Ｈｅｍ 

決議事項 第１号議案 令和２年度事業報告（案）について 

 第２号議案 令和２年度収支決算（案）について 

 第３号議案 令和３年度定時評議員会の招集並びに会議の目的

事項（案）について 

報告事項 １ English Academy の状況 

報告事項 ２ 賛助会員の状況および年会費入金状況 

その他 今後の運営体制について（意見交換） 

  



第２８回理事会（令和３年６月２３日） 

開催場所 福新楼 

決議事項 第 1 号議案 役職理事の解職及び選定の件 

 第 2 号議案 理事長職務代行順位の件 

 

第２９回理事会（令和３年９月２７日） 

開催場所 Ｈｅｍ 

報告事項 １ English Academy の状況 

報告事項 ２ 賛助会員の状況 

報告事項 ３ 里親会の今年度の活動について 

報告事項 ４ ホームページからの賛助会員入会申込について 

報告事項 ５ 事務局体制について 

その他 設立５周年冊子の内容について 

 

第３０回理事会（令和３年１２月２１日） 

開催場所 博多華味鳥 中洲本店 

報告事項 １ English Academy の状況について 

報告事項 ２ 賛助会員の状況について 

報告事項 ３ 第４回里親家庭で暮らす子ども達応援の実施報告 

その他 ①賛助会員年会費の口座振替等による納入の検討状況 

 ②設立５周年記念冊子の進捗状況 

 ③財団活動の公布方法について 

 ④当面（１月～６月）の予定 

 

第３１回理事会（令和４年３月２８日） 

開催場所 西南学院百年館 

決議事項 第１号議案 令和４年度事業計画（案）について 

 第２号議案 令和４年度予算計画（案）について 

 第３号議案 税申告に伴う令和３年度仮決算の承認について 

報告事項 １ English Academy の状況について 

報告事項 ２ 賛助会員の状況ならびに更新状況について 

報告事項 ３ 第 27 回ホークスカップ中学生軟式野球大会の状況につい

て 

報告事項 ４ 設立５周年記念冊子「５年間の歩み」の発行について 

 

 



（３）評議員会の開催 

令和３年度定時評議員会（令和３年 6 月２３日） 

開催場所 福新楼 

決議事項 第 1 号議案 令和２年度貸借対照表及び損益計算書（正味財産

増減計算書）並びにこれらの付属計算書の承認に

ついて 

 第 2 号議案 理事の選任について 

報告事項 １ 令和２年度事業報告 

報告事項 ２ 令和３年度事業計画及び収支予算 

報告事項 ３ 西南一粒の麦 English Academy の状況 

報告事項 ４ 賛助会員の状況 

 


